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自衛官以外の職員への暫定再任用の運用について（通知）  
 

    
 自衛官以外の職員（隊員（自衛隊法（昭和２９年法律第１６５号）第２条第５項に
規定する隊員（自衛官を除く。）をいう。）及び防衛省に勤務する一般職に属する職
員（国家公務員法（昭和２２年法律第１２０号）第２条に規定する一般職に属する国
家公務員をいう。）以下「職員」という。）への暫定再任用の運用について、下記の
とおり定め、令和５年４月１日から適用することとしたので通知する。 
 なお、自衛官以外の職員への再任用の運用について（通知）（官秘第８６２８号。
１９．９．３）は廃止する。 
  

記 
  
１ 暫定再任用職員（国家公務員法等の一部を改正する法律（令和３年法律第６１

号。以下「令和３年国公法等改正法」という。）附則第９条第１項若しくは第２項
又は第１０条第１項若しくは第２項の規定に基づき採用された職員をいう。以下
同じ。）の採用月日  

  各年度４月１日とする。ただし、組織上の要請、本人の希望と欠員の発生状況、
採用機関の組織改編その他の理由がある場合は、適切な日に採用することができ
る。 

  
２ 暫定再任用の意向調査等 
（１）大臣官房長、施設等機関の長、統合幕僚長、陸上幕僚長、海上幕僚長、航空幕

僚長、情報本部長、防衛監察監、地方防衛局長及び防衛装備庁長官（以下「官房
長等」という。）は、毎年１月末日までに所部の職員（防衛装備庁長官にあって
は自衛隊法第３０条の２第１項第６号に規定する幹部隊員に限る。）のうち、翌
年度の定年退職予定職員、勤務延長職員及び翌年度任期満了予定の定年前再任
用職員（自衛隊法第４１条の２第１項の規定により採用された職員をいう。以下
同じ。）に対し、暫定再任用制度について周知し、暫定再任用に関する意向調査
を別記様式第１の意向調査書により行うものとする。また、現に暫定再任用され
ている職員のうち、任期の更新対象職員に対し、毎年５月末日までに暫定再任用
の任期の更新手続きについて周知し、任期の更新に関する意向調査を別記様式



第２の意向調査書により行うものとする。  
（２）官房長等は、所部の職員のうち、定年退職日前に退職する者（２５年以上勤続

し、当該退職しようとする日の翌日から定年退職日までの期間が５年以内であ
る者に限る。以下「定年前退職者」という。）に対して、暫定再任用制度につい
て周知するものとする。 

（３）官房長等は、所部の自衛官（陸士長、１等陸士、２等陸士、海士長、１等海士、
２等海士、空士長、１等空士及び２等空士を除く。）のうち、退職する者（定年
退職日前に退職する場合は、２５年以上勤続し、５５歳を超える者に限る。以下
「退職予定自衛官」という。）に対して、暫定再任用制度について周知するもの
とする。 

（４）官房長等は、定年により退職した者（暫定再任用職員を除く。）、勤務延長後
に退職した者（暫定再任用職員を除く。）、定年前退職者、定年前再任用職員及
び退職予定自衛官が、暫定再任用を希望する場合、当該者に別記様式第３の暫定
再任用申請書を退職時の所属機関の官房長等に提出させるものとする。 

（５）官房長等は、第１号に規定する意向調査において退職時の所属以外の機関にお
ける暫定再任用を希望した者又は前号の規定により暫定再任用申請書を提出し
た者のうち退職時の所属以外の機関における暫定再任用を希望した者があると
きは、当該者の意向調査書又は暫定再任用申請書の写しを希望する機関の官房
長等に速やかに送付するものとする。  

（６）官房長等は、第１号に規定する意向調査において防衛装備庁での暫定再任用を
希望した者又は第４号の規定により暫定再任用申請書を提出した者のうち防衛
装備庁における暫定再任用を希望した者があるときは、当該者の意向調査書又
は暫定再任用申請書の写しを速やかに長官官房審議官に送付するものとする。  

（７）官房長等は、第１号に規定する意向調査において他省庁での暫定再任用を希望
した者又は第４号の規定により暫定再任用申請書を提出した者のうち他省庁に
おける暫定再任用を希望した者があるときは、当該者の意向調査書又は暫定再
任用申請書の写しを速やかに大臣官房秘書課長に送付するものとする。 

 
３ 暫定再任用又は暫定再任用の任期の更新に係る上申等  
（１）官房長等は、内部部局の職員、地方防衛局の３級以上（任命権に関する訓令（昭

和３６年防衛庁訓令第４号）第２条第６号に規定する３級以上をいう。）の職員
並びに内部部局及び地方防衛局以外の４級以上（任命権に関する訓令第２条第
６号に規定する４級以上をいう。）の職員について暫定再任用又は暫定再任用の
任期の更新を計画する場合、その候補者の選考を行い、原則として、暫定再任用
計画年度又は暫定再任用の任期の更新計画年度の前年度の１月末日までに、そ
れぞれ別記様式第４により防衛大臣に上申するものとする。  

なお、任期の更新に係る上申は、同時期に、その対象となるすべての者につい
て行うものとし、そのうち任期の更新者として選考しない者については、その理
由を付記するものとする。   

（２）官房長等は、暫定再任用を行う場合において、任命権に関する訓令第６０条の
規定に基づく防衛大臣の承認を受ける必要があるときは、別記様式第５により
行うものとする。  

（３）退職後相当期間経過した者に対する選考は、採用しようとする官職に係る任命
権者が従前の勤務実績、健康診断の結果のほか、離職後の職務経歴、勤務実績、
健康診断の結果等を総合的に判断し行うものとする。  

  
４ 暫定再任用又は暫定再任用の任期の更新に係る通知  
（１）任命権者は、暫定再任用又は暫定再任用の任期の更新を希望する者（以下「暫

定再任用候補者」という。）の暫定再任用又は暫定再任用の任期の更新を内定し



た場合、当該者に速やかに別記様式第６の暫定再任用内定通知書を交付するも
のとする。 

（２）任命権者は、前号に規定する暫定再任用又は暫定再任用の任期の更新を内定し
た者（以下「暫定再任用内定者」という。）に対し暫定再任用又は暫定再任用の
任期の更新を決定した場合、当該者に速やかに別記様式第７の暫定再任用通知
書を交付するものとする。 

（３）任命権者は、暫定再任用又は暫定再任用の任期の更新内定者の内定を取消すこ
ととなった場合、当該者に速やかに別記様式第８の暫定再任用内定取消通知書
を交付するものとする。  

（４）第２項第５号の規定により意向調査書又は暫定再任用申請書の写しの送付を
受けた官房長等は、当該者に係る暫定再任用の選考結果について当該意向調査
書又は暫定再任用申請書の写しを送付した官房長等に通知するものとする。  

  
５ 承諾書 
  任命権者は、暫定再任用内定者に対し、別記様式第９の承諾書を提出させるもの

とする。 
 
６ 辞退届 
  任命権者は、暫定再任用内定者から辞退の申出があった場合、当該者に速やかに

別記様式第１０の辞退届を提出させるものとする。 
 
７ その他 

令和３年国公法等改正法附則第９条及び自衛隊法施行令（昭和２９年政令第１
７９号）附則第３条の勤続期間は、常勤の国家公務員（以下「国家公務員」という。）
として継続して在職した期間とし、その計算は月を単位として行うものとする。た
だし、次に掲げる期間がある場合には、これをその者の勤続期間に通算するものと
する。 

ア 国家公務員退職手当法（昭和２８年法律第１８２号）の規定による勤続期間
として計算される非常勤職員の期間が国家公務員としての在職期間として継
続している場合におけるその期間  

イ 常勤の地方公務員として在職した期間が国家公務員としての在職期間と継
続している場合におけるその期間  

ウ 国家公務員退職手当法第７条の２第１項若しくは第２項の規定の適用を受
ける職員又は同法第８条第１項若しくは第２項の適用を受ける職員（特別職
の国家公務員から引き続いて職員となった者を除く。）であった者のそれぞれ
これらの規定により国家公務員としての引き続いた在職期間とみなされる期
間 

エ 国家公務員退職手当法施行令（昭和２８年政令第２１５号）第５条の２各号
（第１号から第７号までを除く。）に掲げる国家公務員としての引き続いた在
職期間とみなされる期間のほか、次に掲げる規定により国家公務員としての
引き続いた在職期間とみなされる期間  

（ア）たばこ事業法等の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律（昭和５９年
法律第７１号）附則第４条第１項又は第２項 

（イ）日本電信電話株式会社法及び電気通信事業法の施行に伴う関係法律の整
備等に関する法律（昭和５９年法律第８７号）附則第４条第１項又は第２項  

（ウ）日本国有鉄道改革法等施行法（昭和６１年法律第９３号）附則第５条第１
項又は第２項  



                                                                                 別記様式第１ 
          年  月  日 

 
 

暫 定 再 任 用 意 向 調 査 書 
 
 

官房長等 殿 
 
 
                                                   官名・級  
                                                   所属・職名  
                                                   氏  名            
                                                  （生年月日） 
 
 

  年度暫定再任用への意向調査について、下記のとおり回答します。 
 
 

記 
 
 
１ 希望する勤務形態（カッコ内は○を記入 以下同様） 

（   ）フルタイム暫定再任用を希望する 
（   ）短時間暫定再任用を希望する 
（   ）希望しない 

 
２ 希望する勤務地 

第１希望：[例：△△駐屯地 ○○基地 □□地区（■■、◇◇駐屯地）  ] 
第２希望：[                                               ] 
第３希望：[                                               ] 
（       ）特に希望なし 

 
３ 希望する業務、級 

第１希望：[例：厚生 行(一)４級 会計 行(一)３級         ] 
第２希望：[                                               ] 
第３希望：[                                               ] 
（    ）特に希望なし 

 
４ 希望する機関、部課室等名、職名（具体的希望のある場合） 

第１希望：[例：大臣官房秘書課任用第３係長              ] 
第２希望：[                                               ] 
第３希望：[                                               ] 
 
暫定再任用についての希望内容は、上記具体的希望に （    ）限定する 

（   ）限定しない 
 

５ 暫定再任用希望勤務期間 
（    ）４月１日～翌年３月３１日 
（   ）その他［希望する期間及び理由：                          ]    

 
６ 短時間勤務希望者の希望勤務形態（１項で短時間暫定再任用を希望した者のみ回答） 

（   ）１日４時間勤務×週４日  （   ）１日７時間勤務×週３日 
（   ）１日４時間勤務×週５日  （   ）１日７時間勤務×週４日 
（   ）１日５時間勤務×週４日  （   ）１日７時間４５分勤務×週２日 
（   ）１日５時間勤務×週５日  （   ）１日７時間４５分勤務×週３日 
（   ）１日６時間勤務×週３日  （   ）１日７時間４５分勤務×週４日 
（   ）１日６時間勤務×週４日  （   ）その他[希望勤務形態：               ] 
（   ）１日６時間勤務×週５日 

 
７ 暫定再任用希望年齢 

（例：６５）歳に達する年度の３月３１日まで 
 
 
 
 



                                             別記様式第２ 
   年  月  日 

 
 

暫定再任用の任期の更新意向調査書 
 
 

官房長等 殿 
 
 

                                                   官名・級  
                                                   所属・職名  
                                                   氏  名            
                                                  （生年月日） 
 
 

  年度暫定再任用の任期の更新意向調査について、下記のとおり回答します。 
 
 

記 
 
 
１ 希望する勤務形態（カッコ内は○を記入 以下同様） 

（   ）フルタイム暫定再任用を希望する 
（   ）短時間暫定再任用を希望する 
（   ）希望しない 

 
２ 希望する勤務地 

第１希望：[例：△△駐屯地 ○○基地 □□地区（■■、◇◇駐屯地）  ] 
第２希望：[例：現勤務地を希望                   ] 
第３希望：[                                               ] 
（       ）特に希望なし 

 
３ 希望する業務、級 

第１希望：[例：厚生 行(一)４級 会計 行(一)３級         ] 
第２希望：[例：現業務、 現級を希望                 ] 
第３希望：[                                               ] 
（    ）特に希望なし 

 
４ 希望する機関、部課室等名、職名（具体的希望のある場合） 

第１希望：[例：大臣官房秘書課任用第３係長              ] 
第２希望：[例：現機関、現職を希望                              ] 
第３希望：[                                               ] 
 
暫定再任用についての希望内容は、上記具体的希望に （    ）限定する 

（   ）限定しない 
 

５ 暫定再任用希望勤務期間 
（    ）４月１日～翌年３月３１日 
（   ）その他［希望する期間及び理由：                          ] 
 

６ 短時間勤務希望者の希望勤務形態（１項で短時間暫定再任用を希望した者のみ回答） 
（   ）１日４時間勤務×週４日  （   ）１日７時間勤務×週３日 
（   ）１日４時間勤務×週５日  （   ）１日７時間勤務×週４日 
（   ）１日５時間勤務×週４日  （   ）１日７時間４５分勤務×週２日 
（   ）１日５時間勤務×週５日  （   ）１日７時間４５分勤務×週３日 
（   ）１日６時間勤務×週３日  （   ）１日７時間４５分勤務×週４日 
（   ）１日６時間勤務×週４日  （   ）その他[希望勤務形態：               ] 
（   ）１日６時間勤務×週５日 

 
７ 暫定再任用希望年齢 

（例：６５）歳に達する年度の３月３１日まで 
 
 
 
 



別記様式第３ 
年  月  日 

                                                                                                                                                 

暫 定 再 任 用 申 請 書 
 
 

退職時に所属していた機関の官房長等 殿                                                  
 

                                                                                                   
退職年月日 
退職時の官名・級（階級） 
退職時の所属・職名 
氏  名            
（生年月日） 

 
 

  年度暫定再任用について、下記のとおり申請します。 
 
 

記 
 

 
１ 希望する勤務形態（カッコ内は○を記入 以下同様） 

（    ）フルタイム暫定再任用を希望する 
（     ）短時間暫定再任用を希望する 

 
２ 希望する勤務地 
  第１希望：[例：△△駐屯地 ○○基地 □□地区（■■、◇◇駐屯地）  ] 
  第２希望：[                                               ] 
  第３希望：[                                               ] 

（       ）特に希望なし 
 
３ 希望する業務、級 

第１希望：[例：厚生 行(一)４級 会計 行(一)３級         ] 
第２希望：[                                               ] 
第３希望：[                                               ] 
（    ）特に希望なし 

 
４ 希望する機関、部課室等名、職名（具体的希望のある場合） 
  第１希望：[例：大臣官房秘書課任用第３係長              ] 
  第２希望：[                                               ] 
  第３希望：[                                               ] 
 

暫定再任用についての希望内容は、上記具体的希望に （    ）限定する 
（   ）限定しない 

 
５  暫定再任用希望勤務期間 

（    ）４月１日～翌年３月３１日 
（   ）その他［希望する期間及び理由：                          ]   

 
６ 短時間勤務希望者の希望勤務形態（１項で短時間暫定再任用を希望した者のみ回答） 

（   ）１日４時間勤務×週４日  （   ）１日７時間勤務×週３日 
（   ）１日４時間勤務×週５日  （   ）１日７時間勤務×週４日 
（   ）１日５時間勤務×週４日  （   ）１日７時間４５分勤務×週２日 
（   ）１日５時間勤務×週５日  （   ）１日７時間４５分勤務×週３日 
（   ）１日６時間勤務×週３日  （   ）１日７時間４５分勤務×週４日 
（   ）１日６時間勤務×週４日  （   ）その他[希望勤務形態：               ] 
（   ）１日６時間勤務×週５日 

 
７ 暫定再任用希望年齢 

（例：６５）歳に達する年度の３月３１日まで 



別記様式第４ 
文 書 番 号 
年 月 日 

 
 

暫定再任用上申書（採用・任期更新） 
 
 
 

防衛大臣 殿 
 
 
                                                                        官房長等 

（公印省略） 
 
 
 
 

暫定再任用について、別紙のとおり上申します。 
 
 
 
別 紙 
 
 （俸給表 級）                                                                

氏  名 
（生年月日）（歳） 

定年退職日
 暫定再任用予定の 

所属・職名 
（現（元）所属・職名） 

暫定再任用官名 
(現(元)官名･級等) 

任  期 
(始期及び終期) 

勤務形態 
(フルタイム/短時間) 

備    考
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注１ 表題の（ ）書きは、採用の場合（採用）、任期の更新の場合（任期更新）とする。 
２ 俸給表別、級別に作成する。 
３ 採用の場合は、暫定再任用職員選考調書を添付する。 
４ 定年退職日欄は、勤務延長職員にあっては当該退職予定日、勤務延長の後に退職した者及び 

定年退職日前に退職した者にあっては、当該退職日をそれぞれ記入する。（備考に退職事由 
記入） 

５ 短時間勤務職員については、備考欄に１週間の勤務時間を記入する。（時間／週） 

６ 自衛隊法又は国家公務員法の規定により一度再任用及び暫定再任用されたことがある者（た 

だし、任期更新対象者は除く。）については、備考欄に「○○法による（暫定）再任用実績 

有り」と付記し、その期間を記入する。 

７ 任期更新対象者は、直近の人事評価を添付するものとし、その評語を備考欄の右上に記入す 

る。（人事評価を実施していない者については、直近の勤務評定を添付し、その評語を備考 

欄の右上に括弧書きで記入する。） 

８ 任期更新対象者のうち任期の更新者として選考しない者については、その理由を備考に付記 

する。 

９ 自衛官からの暫定再任用の場合は、備考欄に理由を記入する。（例：工学博士としての能力 

を活用するため等） 

10 別紙はＡ４横書きとする。 



別記様式第５ 

文 書 番 号 
年 月 日 

 
 

暫定再任用承認申請書 
 
 
 

防衛大臣 殿 
 
 
                                                                        官房長等 

（公印省略） 
 
 
 
 
 

暫定再任用について、別紙のとおり申請します。 
 
 
 
別 紙 
 
 （俸給表 級）                                                                

氏  名 
（生年月日） 

定年退職日 
暫定再任用予定の 

所属・職名 
（現（元）所属・職名） 

暫定再任用官名 
(現(元)官名･級等) 

任  期 
（始期及び終期） 

勤務形態 
(フルタイム/短時間) 

備    考 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注１ 俸給表別、級別に作成する。 
２ 暫定再任用職員選考調書を添付する。 
３ 定年退職日欄は、勤務延長の後に退職した者及び定年退職日以前に退職した者にあっては、 

当該退職日を記入する。（備考に退職事由記入） 
４ 短時間勤務職員については、備考欄に１週間の勤務時間を記入する。（時間／週）         
５ 自衛官からの暫定再任用の場合は、備考欄に理由について記入する。（例：部隊の維持管理 

において電気工事士資格者が必要なため等） 
６ 別紙はＡ４横書きとする。 



別記様式第６ 

文 書 番 号 

年   月  日 

 

 

暫定再任用内定通知書 

 

 

暫定再任用候補者   殿 

 
 

                                                                     任命権者             
（公印省略） 

 

 

 

（新たな暫定再任用者） 

 

暫 定 再 任 用 内 定 通 知 

 

 

  年度の暫定再任用職員として採用することを下記のとおり内定しましたので通知しま 

す。  

 

 

 

 

（任期更新者） 

 

暫 定 再 任 用 の 任 期 の 更 新 内 定 通 知 

 

 

  年度の暫定再任用職員として任期の更新をすることを下記のとおり内定しましたので通 

知します。 

 

 

 

記 

 

 

１ 職務内容 

 

 

２ 任期 

 

 

３ 採用（任期更新）予定機関 

 

 

４ 所在地 

 

 

５ 官名・級 
 

 

６ 勤務形態 



別記様式第７ 

文 書 番 号 

年 月 日 

 

暫定再任用通知書 

 

 

暫定再任用内定者   殿  
 

 

                                                                     任命権者             
（公印省略） 

 

 
 

（新たな暫定再任用者） 
 

暫 定 再 任 用 通 知 

 

 

 年 月 日付けで暫定再任用職員として採用することを下記のとおり決定しましたので通 

  知します。 

 

 

 

（任期更新者）  

 

暫 定 再 任 用 の 任 期 の 更 新 通 知 

 

 

 年 月 日付けで暫定再任用職員として任期の更新をすることを下記のとおり決定したの 

  で通知します。  

 

 

 

記 

 

 

１ 採用（任期更新）機関 

 

 

２ 所在地 

 

 

３ 官名・級・所属・職名  

 

 

４ 勤務形態  

 

 

５ 任  期  



                                            別記様式第８ 

文 書 番 号                                                                             

年 月 日 

 

 

暫定再任用内定取消通知書 

 

 

暫定再任用内定者   殿  
 

 

                                                                     任命権者           
（公印省略） 

 

 

 

（新たな暫定再任用者） 
 

暫 定 再 任 用 内 定 取 消 通 知 

 

 

  年度暫定再任用の内定を下記の事由により取消すこととなりましたので通知します。 

 

 

 

 

（任期更新者）  

 

暫 定 再 任 用 の 任 期 の 更 新 内 定 取 消 通 知 

 

 

  年度暫定再任用の任期の更新の内定を下記の事由により取消すこととなりましたので通

知します。 

 

 

 

記 



                                          別記様式第９ 

 

 

 

承   諾   書 

 

 

 

 

 

私は、    年度暫定再任用（暫定再任用の任期の更新）の内定について承諾します。               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   年  月  日 

 

 

 

 

任命権者 殿 

 

 

 

官名・級（階級） 

 所属・職名 

 氏  名（自署）            

            （生年月日） 

     （退職者は氏名及び生年月日のみ） 



別記様式第１０ 

年 月 日 

 

 

辞   退   届 

 

 

 

 

 

任命権者 殿  
 

 

 

                                                     官名・級（階級） 

                                                         所属・職名  

                                                     氏  名（自署）                  

                              （生年月日） 

                                                         （退職者は氏名及び生年月日のみ） 

 

 

 

 

 

 

 

私は、下記の理由により   年度暫定再任用（暫定再任用の任期の更新）の内定を辞退いたし

ます。 


